
・著

「我が国の商業音楽が、この半世紀、
如何なる道を辿り、今日の形態に至ったのか、
それをマクロにもミクロにも実感させてくれる。
これぞまさに大作と呼ぶに相応しい
素晴らしき一冊である」

――近田春夫（ロックンローラー）


